
＊＊＊本資料の構成について＊＊＊ 

・各教科とも以下のような構成を基本としています。 

   教科名   中学校 学年 単元名・題材名 

     

    

   【課題解決のための授業改善の視点】 

   １ 見通しを立てたり振り返ったりする学習活動 

   ２ 〔共通事項〕を意識した指導と評価 

   ３ 表現及び鑑賞の能力を高める言語活動の充実 

   ４ 活動の場・学習環境の充実   

  【本時の目標】 

 

 

 【板書計画】 
                                                    

                                   

                                      

                                         

                                         

                                         

 

 

【学習指導案を作成するときに気を付けたいこと】

 

過

程 

 

 

学習活動 

予想される生徒の具体的な姿（「」） 

 

 

指導の工夫 

（〔共〕：〔共通事項〕に係る内容） 

評価と手立て 

観点関･鑑：評価規準、【評価方法等】 

☆：十分満足できる状況（Ｂ判断生徒を伸ばす手立て） 

△：Ｃ判断生徒への手立て 

★教育に関する３つの達成目標との関連 

◎学力向上プランとの関連 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

１ 教師の提案を聞き、本時の活動のおよ

その見通しをもつ。 

 

２ 家紋の歴史的背景を知る。 

 

 

３ 家紋から連想することを考え、発表 

 

 

 

○ 意欲をもって鑑賞学習に取り組むこ 

 とができるように、身近な和風の道具 

 （畳・着物・書道など）や様式（靴脱 

 ぎ・伝統行事など）を紹介し、雰囲気 

 を演出する。 

 

○「家紋」を生み  

 

 

 

★授業や活動の始まる時刻を守ることが

できる。 
★学習の準備を整え、授業にのぞむこと
ができる。 

◎本時のねらいを提示し、学習の見通し 
 をもてるようにする。 
 

※出典について 

 今回の資料は、「埼玉県中学校教育課程指導実践事例

集」等で紹介されている学習指導案を基に作成しました。 

 

※板書計画を示しています。 

教師自身が授業の見通しをも
って授業に臨めるよう、学習
指導案に板書計画を入れてい
ます。 

 

※ここでは、各教科の実態に即して、授業を改善していくための視点を

示しています。「確かな学力の育成」を目指した「授業改善ポイント」

（①見通しと振り返りを意識した授業  ②体験的・問題解決的な学習を取り入れた授業  

 ③言語活動の充実を図った授業）に関連したものを中心に取り上げました。 

 

参考 中学校学習指導要領解説 美術編（文部科学省） 

   埼玉県中学校教育課程指導資料（埼玉県教育委員会） 

   埼玉県中学校教育課程評価資料（埼玉県教育委員会） 

   言語活動の充実に関する指導事例集（文部科学省） 

 

※参考にした資料を紹介しています。 

導入は、活動の時間を確保する

ために掲示物や画像などを効

果的に使い、短時間で行いま

す。 

また、自分の感じたことを素直

に表現できるように、初めから

情報を与え過ぎないようにし

ます。          １ 

 

提案 家紋の形や構成の美しさ、イメージを感じ取り、伝統模様のよさや美しさを味わおう。 

学習のめあてを示し、興味・関心を高めるとともに見通しをもてるようにし 
ます。 １ 

※【課題解決のため

の授業改善の視点】

１～４との関連を

示しています。 

※各学校の課題解決を図るための「教育に関

する３つの達成目標との関連」や「学力向上

プランとの関連」を例として示しています。 

※授業改善の視点について説明しています。 

「大切に伝承されてきた創造性の高い洗練された美を、素直な気持ちで深く感じ取らせること」をねらった鑑賞の活動で
す。展開中の１から４は、以下の【課題解決のための授業改善の視点】のそれぞれの取組であることを表します。 

※扱った授業の主な内容についての説明です。 

１ その単元・題材の学習指導要領上の位置付けや小中の接続も意識した学びの系統性を確かめます。 

２ 指導上の留意点（指導の工夫）では、指導の意図やねらい、手立てが明確になるように示します。「（児童

生徒が）○○できるように、（教師は）○○する。」のように記述すると明確になります。 

３ 評価規準に達していないと判断される児童生徒については、教師の適切な支援によって規準に達するように

する必要があります。そのため、児童生徒への具体的な支援の内容が明確になるように示します。児童生徒

のつまずきの予想から、「（評価規準に達していない児童生徒が）○○できるように、（教師は）……○○

する。」のように記述すると明確になります。（……は、具体的な支援の内容を示します。例；板を斜めに

切ってしまう生徒へ「真っ直ぐ切るように助言する。」→「鋸の刃を真上から覗きながら切るように助言す

る。」） 

４ 「教育に関する３つの達成目標」の取組や「学力向上プラン」に掲げた取組を日々の授業で実践すること   

  が大切です。本時との関連を明確にするために、展開の中で示します。 

 

  



 

 

 


